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建設環境委員会会議録 

 

令和４年１０月２０日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時０８分閉議（実時間１２２分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第７６号・令和３年度八代市一般会計

歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第８０号・令和３年度八代市農業集落

排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算 

１．議案第８１号・令和３年度八代市公共浄化

槽等整備推進事業特別会計歳入歳出決算 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  上 村 哲 三 君 

副委員長  谷 川   登 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  木 村 博 幸 君 

委  員  谷 口   徹 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者兼会計課長 一 村   勲 君 

 市民環境部長     谷 脇 信 博 君 

  市民環境部次長   嶋 田 和 博 君 

  環境課長      中 川 順 一 君 

 建設部長       沖 田 良 三 君 

  建設部次長     西   竜 一 君 

  理事兼住宅課長   早 木 浩 二 君 

  理事兼土木課長   竹 原 彰 吾 君 

  都市整備課長    深 川 洋 光 君 

  下水道総務課長   福 浦 亮 二 君 

 経済文化交流部 
 
  商工・港湾振興課 
            大江田 浩 隆 君 
  主幹兼港湾振興係長 
 

                              

○記録担当書記     谷 口 一 輝 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（上村哲三君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）それでは、定刻となり、定足数に達しま

したので、ただいまから建設環境委員会を開会

いたします。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ております。審査に入ります前に、まず、決算

審査の進め方について、御説明いたします。 

 まず、審査方法についてですが、これは１０

月５日の本委員会でも報告いたしましたが、ま

ず、一般会計決算の歳出及び各特別会計決算の

歳出の審査については、令和３年度における主

要な施策の成果に関する調書及び土地開発基金

の運用状況に関する調書に基づいて、また、特

別会計の歳入の審査については、令和３年度八

代市特別会計歳入歳出決算書に基づいて説明を

聴取し、監査委員からの審査意見書も含めたと

ころで質疑を行うこととしております。 

 また、審査の流れといたしましては、それぞ

れの決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定と

しております。 

 そのほかの審査方法については、タブレット

に格納しております資料に基づいて進めさせて

いただきますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、審査日程についてですが、事前に配付

いたしております日程表のとおり、審査の進行

によっては、予定している審査項目を１０月２

４日月曜日の予備日に繰り越すことも考えられ

ます。 
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 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をお願いいたしま

す。 

                              

◎議案第７６号・令和３年度八代市一般会計歳

入歳出決算（関係分） 

○委員長（上村哲三君） それでは、本委員会

に、付託されております決算議案３件の審査に

入ります。 

 まず、議案第７６号・令和３年度八代市一般

会計歳入歳出決算中、当委員会関係分を議題と

し、執行部より説明を求めます。 

 それでは、第４款・衛生費中、市民環境部関

係分について市民環境部から説明願います。 

○市民環境部長（谷脇信博君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）市民環境部の谷脇でございます。よろしく

お願いいたします。 

 着座にて、総括のほうを述べさせていただき

ます。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○市民環境部長（谷脇信博君） 令和３年度一

般会計決算審査に当たり、市民環境部が所管い

たします主な施策につきまして、総括をさせて

いただきます。 

 なお、各事業の決算につきましては、この

後、嶋田次長に説明いたさせます。 

 それでは、総括でございますが、まず、歳出

決算の概要について、次に、施策の概要とし

て、環境保全関連、環境施設関連、環境センタ

ー関連について、総括いたします。 

 まず１点目、歳出決算の概要についてでござ

いますが、令和３年度における主要な施策の成

果に関する調書及び土地開発基金の運用状況に

関する調書その１の１１ページをお開きくださ

い。 

 上段（イ）目的別の款４・衛生費について御

説明いたします。なお、衛生費欄には、健康福

祉部所管分、建設部所管分と市民環境部所管分

を含めた決算額が記載されております。 

 衛生費の予算額は６８億９３５８万３０００

円、支出済額が６４億８７４９万円となってお

ります。予算の執行率は９４.１％、歳出総額

に対する構成比は７.９％でございます。 

 また、前年度の決算額が４６億４３５６万円

でありましたので、前年度比較では１８億４３

９３万円、３９.７％の増となっております。

これは、令和２年７月豪雨に伴う被災家屋の公

費解体などの災害廃棄物処理事業の実施などに

よる２０億３１１８万７０００円が含まれてお

ります。なお、令和４年度への繰越しはござい

ません。 

 次に、施策の概要としまして、まず、環境保

全関連でございます。環境基本法でいう典型７

公害と言われます事象の中で、市の自治事務で

あります騒音、振動、悪臭に関する調査を実施

するなど、良好な生活環境が保全されるよう、

公害規制や指導事務を継続的に実施しておりま

す。 

 九州新幹線の騒音、振動につきましては、昨

年度は市内１０か所で調査を実施しましたとこ

ろ、環境基準の超過が引き続き確認されました

ことから、初めて熊本県と一緒にＪＲ九州及び

鉄道・運輸機構を訪問し、環境基準の達成など

について要望を行ったところでございます。 

 そのほか、地球温暖化対策の一環としまし

て、平成２１年度から、住宅用太陽光発電シス

テムなど、再生可能エネルギーの普及を図って

きたところでございます。 

 また、本年２月には、ゼロカーボンシティ宣

言を行ったところでもあり、２０５０年カーボ

ンニュートラルの実現を見据え、さらなる再生

可能エネルギーの普及や省エネルギーの推進な

どの取組を進めてまいります。 

 次に、環境施設関連でございます。令和３年

度時点で運用している施設は、供用開始から４
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１年が経過した斎場、同じく供用開始から６１

年が経過した衛生処理センター、そして、浄化

槽汚泥処理施設がございます。 

 特に斎場やし尿処理施設につきましては、老

朽化が進む一方で、市民生活に不可欠な施設で

ありますことから、新施設の早期整備に向けた

検討を進めてまいります。 

 最後に、環境センター関連でございます。八

代市環境センター、いわゆるエコエイトやつし

ろは、平成３０年１０月の本格稼働後、約４年

が経過いたしましたが、これまで大きな故障は

なく、安定したごみ処理ができている状況にご

ざいます。 

 また、同施設は、環境学習の拠点として位置

づけられており、令和元年度は、年間約２９０

０人の方に御来館いただきましたが、令和２年

度以降は、令和２年７月豪雨災害への対応や新

型コロナウイルス感染症の影響により、施設見

学などについては、長期間、中止せざるを得ま

せんでした。 

 行動制限が緩和されましたことにより、最近

では、施設見学や環境学習の御依頼にお応えで

きるようになってきたところでございます。 

 今後は、施設のさらなる活用を図りながら、

ごみの減量化をはじめ、環境保全の行動目標と

しておりますエコ８（エイト）行動に関する周

知、啓発を進めてまいります。 

 以上で説明を終わりますが、市民環境部が所

管いたします環境分野への施策につきまして

は、本年度、組織の再編を行い、環境課、循環

社会推進課、環境施設課の３課体制といたしま

した。今後さらに連携の強化を図り、市民の皆

様の毎日の生活と大きな関わりを持っている業

務であることをしっかりと認識し、さらなる本

市の環境行政の推進に努めてまいります。 

 以上、一般会計決算の総括とさせていただき

ます。 

○市民環境部次長（嶋田和博君） 皆さん、お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）市民環境部の嶋田です。よろし

くお願いします。 

 恐れ入りますが、着座にて説明させていただ

きます。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○市民環境部次長（嶋田和博君） それでは、

衛生費のうち、市民環境部所管分につきまし

て、令和３年度における主要な施策の成果に関

する調書及び土地開発基金の運用状況に関する

調書その１及び一般会計歳入歳出決算書を用い

まして、その主なものを御説明いたします。 

 まず、主要な施策の成果に関する調書の説明

では、最初に事務事業名を申し上げ、事業の概

要、決算額、その特定財源及び不用額並びに今

後の方向性の順で説明いたします。 

 最後に、流用額につきましては、決算書をも

って説明させていただきます。 

 それでは、まず７２ページを御覧ください。 

 上段の狂犬病予防対策事業でございます。 

 この事業は、犬の登録や狂犬病の予防注射済

票の交付及び狂犬病予防の集合注射などを市内

各所の会場にて行うものでございます。 

 決算額は５５４万５０００円で、内容は会計

年度任用職員１人分の報酬・社会保険料等１９

０万円、４月に支所管内で行う狂犬病予防集合

注射業務を委託する狂犬病予防集合注射業務委

託１３８万６０００円、八代市や八代郡の獣医

師会に犬の登録事務や予防注射済票の交付事務

を委託する事務代行委託（畜犬登録事務）９３

万４０００円が主なものでございます。 

 その他特定財源４８０万９０００円は、犬の

登録及び狂犬病予防注射済票の交付手数料や再

交付手数料及び狂犬病予防集合注射自己負担分

でございます。 

 今後の方向性でございますが、引き続き、接

種率の向上を図り、狂犬病の発生防止に努めて

いく必要から、市町村の義務とされており、現
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行どおり、市による実施といたしております。 

 次に、下段の小型合併処理浄化槽設置整備事

業でございます。 

 この事業は、建設部が所管する事業ではござ

いますが、衛生費に属しますので、私のほうか

ら説明をいたします。 

 この事業は、生活排水による水質汚濁を防止

するため、公共下水道事業や農業集落排水事業

及び浄化槽市町村整備推進事業などの事業区域

以外の地域において、５人槽から１０人槽まで

の合併処理浄化槽を個人で設置する市民に対し

補助を行うものでございます。 

 決算額は、５４９４万４０００円から豪雨災

害分の３４５万６０００円を差し引いた５１４

８万８０００円で、補助対象は現年分１３８基

が主なものでございます。 

 なお、特定財源としまして、国庫支出金１１

４２万８０００円、県支出金３３２万８０００

円を充当しております。 

 今後の方向性でございますが、人口集中区域

外で水質の保全、生活環境の向上を図る上で有

効な支援策であることから、今後も本事業を継

続していく必要があり、現行どおり、市による

実施といたしております。 

 次に７３ページをお願いします。 

 上段の環境保全対策事業でございます。 

 この事業は、主に公害発生源に対します調査

としまして、工場排水や悪臭、騒音・振動等の

調査を実施するものでございます。 

 決算額は３５６万４０００円で、九州新幹線

騒音・振動調査業務委託１６７万２０００円、

自動車騒音常時監視業務委託８１万４０００円

が主なものでございます。 

 特定財源の県支出金１７万２０００円は、県

からの権限委譲事務市町村交付金でございま

す。 

 不用額４７万５０００円は、業務委託の入札

残が主なものでございます。 

 今後の方向性ですが、市に権限が付与された

公害規制業務を中心に、定期的、継続的に調査

等を実施し、公害の未然防止や環境負荷の低減

を図っていくことが必要なことから、現行どお

り、市による実施といたしております。 

 次に、下段の地球温暖化対策推進事業でござ

います。 

 この事業は、家庭における温室効果ガスの排

出削減を図るため、住宅用太陽光発電システム

や蓄電池設置に対する補助を行うほか、地球温

暖化問題に関する啓発を実施するものでござい

ます。 

 決算額は９２４万４０００円で、住宅用太陽

光発電システム等設置費補助金９１９万７００

０円が主なものです。 

 今後の方向性でございますが、太陽光発電シ

ステムや蓄電池設置に対する補助は、依然とし

てニーズが高い状況にあります。また、本市は

今年ゼロカーボンシティ宣言を行ってもおりま

す。国の補助事業の活用等により予算の拡充を

図りたいとの考えから、市による実施、規模拡

充といたしております。 

 次に、７４ページ上段のごみ減量化対策事業

でございます。 

 この事業は、家庭や事業所から排出されるご

みの減量化に向けた啓発活動を行うことによ

り、再資源化と燃えるごみの低減を図るもので

ございます。 

 決算額は２８６万円で、啓発に係る印刷製本

費８４万３０００円や家庭用生ごみ処理機等の

購入の一部を市が補助する生ごみ堆肥化容器等

設置助成金１３４万４０００円が主なもので

す。 

 不用額１００万１０００円は、新型コロナウ

イルス感染症の影響で申込みが減少したことに

よる環境学習講師派遣の謝礼１０万２０００円

や、同じく感染症の影響で開催を中止したこと

による環境フェスタのテント等レンタル料４０
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万円のほか、生ごみ堆肥化容器等設置助成金の

執行残３５万６０００円が主なものです。 

 今後の方向性でございますが、十分な感染防

止対策を行った上でエコエイトやつしろを情報

発信の拠点とし、本市の環境行動目標であるエ

コ８（エイト）行動の周知・啓発を図りなが

ら、今後も循環型社会の推進に取り組んでいく

必要があることから、現行どおり、市による実

施といたしております。 

 次に、下段の廃棄物処理対策事業でございま

す。 

 この事業は、昭和、二見、坂本地区にある産

業廃棄物最終処分場周辺の水質調査の実施や一

般廃棄物に関する指導をはじめ、不法投棄や野

焼きの巡回指導などを実施するものでございま

す。 

 決算額は６２８万円で、会計年度任用職員の

不法投棄監視指導員２名分の報酬３２０万４０

００円のほか、最終処分場周辺地下水の分析業

務委託料７１万７０００円が主なものです。 

 なお、特定財源は、県の補助金２７万８００

０円を充当しております。 

 不用額１２６万１０００円は、新型コロナウ

イルス感染症の影響で開催が減ったことによる

八代市ごみ問題等対策検討会の委員報酬費の執

行残４５万５０００円や、同じ理由で中止しま

した同検討会での先進地視察研修バス借上料の

執行残３６万円のほか、分析業務委託料の入札

残２３万５０００円が主なものです。 

 今後の方向性でございますが、産業廃棄物最

終処分場周辺の水質調査や不法投棄監視指導員

によるパトロールは、市民の生活環境保全のた

め継続する必要がありますことから、現行どお

り、市による実施といたしております。 

 次に７５ページをお願いします。 

 上段の環境施設整備事業でございます。 

 この事業は、老朽化している環境関連施設に

ついて、市民生活に支障が来さないよう、計画

的に新施設整備の検討を行うものでございま

す。 

 決算額は５０２万円で、内容は、旅費１１万

５０００円、し尿処理整備に伴う下水道事業計

画変更図書等作成業務委託４８９万５０００円

が主なものでございます。 

 なお、この業務委託を昨年度から繰り越して

おります理由としては、水処理センターへし

尿・浄化槽汚泥を投入する受入れ方式を比較・

検討するために、１０月・２月に実施した投入

試験結果を反映させる必要があったことと、コ

ロナ禍による作業遅延のため、業務期間を令和

３年度まで延長したためでございます。 

 今後の方向性でございますが、し尿処理施設

につきましては、下水道と合同処理を行うため

に、浄化槽汚泥施設をし尿と浄化槽汚泥の前処

理施設として改造するための手続・準備を進め

るとともに、国・県との社会資本整備総合交付

金申請に向けた協議を継続していくことから、

現行どおり、市による実施といたしておりま

す。 

 次に７６ページをお願いします。 

 上段のごみ処理施設管理運営事業でございま

す。 

 この事業は、市内全域で発生します一般廃棄

物を環境センターで受け入れ、適正な処理処分

を実施するものでございます。また、ごみ焼却

関連施設や資源化関連施設などの適正な維持管

理を実施しながら、生活環境の保全と公衆衛生

の向上を図るものでございます。 

 決算額は５億８６９４万６０００円で、エネ

ルギー回収推進施設運営委託２億１７７０万８

０００円、マテリアルリサイクル推進施設運営

委託１億８４８９万９０００円、環境センター

残渣資源化委託１億８７７万１０００円、環境

センター残渣運搬委託２６６５万６０００円、

資源物処理業務委託（マテリアル）１９２３万

６０００円が主なものです。 
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 その他特定財源３億５９５９万２０００円

は、環境センター施設使用料４７９万２０００

円、搬入ごみ処理手数料１億３７１７万９００

０円、有料指定袋（ごみ）処理手数料２億１６

５２万１０００円が主なものです。 

 不用額３８２６万５０００円は、ごみ質や焼

却施設の運用が効率よく行われたことによるエ

ネルギー回収推進施設の運営委託料の執行残２

０８０万８０００円、日本製紙八代工場と紙類

のリサイクルに関する協定に基づき、マテリア

ルリサイクル推進施設管理業務の仕様を変更し

たことによる運営委託料の執行残１３３５万７

０００円などが主なものでございます。 

 今後の方向性でございますが、市内から排出

される一般廃棄物の適正処理を行い、安全かつ

安定した施設運営に努め、今後も環境への負荷

低減及び経費の軽減を図る必要があることか

ら、現行どおり、市による実施といたしており

ます。 

 次に、下段の塵芥施設維持管理事業でござい

ます。 

 この事業は、環境センターの完成に伴い閉鎖

した清掃センター及び市内３か所の最終処分場

施設の適正な維持管理を実施し、生活環境の保

全と公衆衛生の維持を図るものでございます。 

 決算額は４１２６万１０００円で、水島町に

ございます水島最終処分場浸出水処理施設解体

工事２７５８万８０００円、施設整備修繕とし

て、清掃センターガス冷却塔屋根飛散防止対策

工事など７５２万１０００円、業務委託とし

て、分析業務委託３５万８０００円、最終処分

場維持管理業務委託１３３万２０００円、清掃

センター解体に伴う事前調査業務委託２２８万

円が主なものでございます。 

 特定財源の地方債２４８０万円は、市債の除

却債となっております。 

 不用額１８２６万１０００円は、最終処分場

浸出水処理施設解体工事などの入札残が主なも

のでございます。 

 今後の方向性ですが、引き続き、適切な維持

管理が必要でありますことから、現行どおり、

市による実施といたしております。 

 次に、７７ページをお願いします。 

 上段のごみ収集管理事業でございます。 

 この事業は各家庭から排出される一般廃棄物

をステーション方式の収集体制を採用すること

により、計画的かつ効率的に収集するものでご

ざいます。 

 決算額は５億７１８６万円で、有料指定袋作

製の業務委託５８７９万５０００円、販売手数

料１１６３万９０００円、販売代金収納業務委

託１７３５万９０００円、本庁・各支所管内の

収集業務委託計７件を合わせまして４億７５７

４万円が主なものです。 

 なお、その他特定財源２７４４万９０００円

は、再資源化販売代金納付金２６１７万４００

０円が主なものです。 

 今後の方向性でございますが、各家庭から排

出される一般廃棄物を計画的かつ効率的に収集

する必要がありますことから、現行どおり、市

による実施といたしております。 

 次に、７９ページをお願いします。 

 上段のし尿処理施設管理運営事業でございま

す。 

 この事業は、郡築１２番町にございます衛生

処理センターに搬入される生し尿を適正に処理

し、円滑な施設管理を行うものでございます。 

 決算額は４２３０万８０００円で、施設の電

気料５９９万１０００円、施設運転管理業務委

託３２９５万２０００円が主なものです。 

 その他特定財源の１３万２０００円は、し尿

収集運搬の許可更新に係る一般廃棄物収集運搬

業許可更新手数料などでございます。 

 不用額２０９万５０００円は、業務委託の入

札残が主なものです。 

 今後の方向性ですが、施設の老朽化が著しい
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こと、また、公共下水道事業や合併浄化槽の普

及などでくみ取りし尿は減少傾向にありますも

のの、引き続き当該施設で処理する必要があり

ますことから、現行どおり、市による実施とし

ております。 

 次に、下段の浄化槽汚泥処理施設管理運営事

業でございます。 

 この事業は、新港町３丁目にございます浄化

槽汚泥処理施設において、本庁管内で発生する

浄化槽汚泥を適切に処理し、円滑な施設管理を

行うものです。 

 決算額は９６８４万４０００円で、下水道使

用料１６２２万３０００円、浄化槽汚泥処理施

設の運転管理業務委託３５１１万２０００円、

脱水汚泥収集運搬・中間処理業務委託３６９２

万７０００円が主なものです。 

 不用額が６２５万９０００円ございますが、

これは、機器点検整備に係る業務委託の入札残

が主なものです。 

 今後の方向性ですが、浄化槽汚泥処理の必要

性が今後も続きますことから、現行どおり、市

による実施としております。 

 最後に、流用について、決算書を用いて説明

いたします。なお、流用につきましては、１件

１０万円以上の流用を行った案件について説明

をいたします。 

 決算書１３４、１３５ページを御覧くださ

い。 

 款４・衛生費、項１・保健衛生費、目３・斎

場管理費の右側備考欄にございます節１０・需

用費から節１２・委託料へ４７万２０００円を

流用しております。 

 これは、斎場運転管理業務委託におきまし

て、火葬に必要な燃料として灯油代を含めてお

りますが、燃料費の高騰により当初予定してお

りました灯油代が著しく不足したことによる増

額変更を行ったため流用したものです。 

 続きまして、１３８、１３９ページを御覧く

ださい。 

 款４・衛生費、項２・生活環境費、目５・塵

芥処理費の右側備考欄にございます節１０・需

用費から節１７・備品購入費へ３８５万円を流

用しております。 

 これは缶類用金属圧縮機のシリンダー部品が

受注生産となっており、納期に４か月程度の期

間を要しますことから、備品としてあらかじめ

購入し、ストックすることにより、不測の事態

に対応するため流用したものでございます。 

 また、節１２・委託料から節２１・補償、補

填及び賠償金へ５９８万７０００円を流用して

おります。 

 これは、環境センターの監視カメラ等が落雷

により故障したため、当施設の運営委託業務受

託者である八代環境テクノロジーが修繕を行い

ましたが、運営委託に含まれない機器の修繕で

あったことから、その修繕費を補填するために

４７３万円、さらに、一般廃棄物収集運搬業務

委託における燃料費の価格変動への対応のため

１２５万７０００円を流用したものでございま

す。 

 以上をもちまして、市民環境部所管の決算の

説明といたします。審査のほどよろしくお願い

いたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。質疑をお願いし

ます。 

○委員（谷口 徹君） 調書の７２ページ、狂

犬病予防対策事業なんですけれども、今後の方

向性の理由、改革改善の取組等の記述のところ

で、令和３年度は接種率が向上したという記述

があるんですけれども、令和３年度は何％の接

種率だったか教えていただけますでしょうか。 

○環境課長（中川順一君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

環境課の中川でございます。 

 議員お尋ねの令和３年度の接種率でございま
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すけれども、今後の方向性の理由、また取組等

の欄の最初の１文目に記載しておりますけれど

も、過去３年間、８４.７％、７９.４％、８

５.５％と推移しておりまして、令和３年度

は、接種率といたしましては８５.５％でござ

います。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） 谷口委員、よろしい

ですか。 

○委員（谷口 徹君） はい。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。ほかにあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上で第

４款・衛生費中、市民環境部関係分についてを

終了します。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３４分 本会） 

○委員長（上村哲三君） では、本会に戻しま

す。 

 次に、第７款・土木費及び第１０款・災害復

旧費中、建設部関係分について、建設部から説

明願います。 

○建設部長（沖田良三君） 皆様、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）建設部長の沖田でございます。 

 それでは、令和３年度の決算審査に当たりま

して、建設部所管分につきまして、総括を述べ

させていただきます。 

 着座にてよろしいでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○建設部長（沖田良三君） 失礼します。 

 まず、第７款・土木費でございますが、令和

３年度の決算額が、総額で約５３億６７００万

円となり、令和２年度と比較しまして、約３億

５６００万円の増となりました。 

 その詳細につきましては、この後、西次長に

説明いたさせますが、私からは、主な取組につ

いて御説明をいたします。 

 まず、幹線道路ネットワークの形成に向けた

道路整備でございます。都市計画の街路事業と

して推進をしております西片西宮線の２工区区

間では、当初予定をしておりました埋蔵文化財

の発掘調査や用地補償も計画どおりに進めるこ

とができました。なお、令和３年度末での進捗

率は７７％となっております。 

 また、県事業として進められております南部

幹線のゆめタウン側の１工区では、用地補償と

一部道路改築工事が実施をされており、今年度

は、前川をまたぐ橋梁工事に着手されておりま

す。 

 さらに、球磨川をまたぐ３工区では、地質調

査が行われ、いよいよ動き出すものと期待をし

ておりましたが、今年度から正式に事業着手さ

れ、必要な調査・測量などを進めていくとのこ

とで、本市としましても、引き続き早期の完成

に向けて要望してまいります。 

 そのほか、本市の道路事業として実施をして

おります川田町東の国道３号から千丁古閑出の

県道共栄千丁停車場線に通じる延長約４.２キ

ロメートルの東西アクセス道路整備でございま

すが、市道２路線の整備を行っております。２

路線とも予定をしておりました工事及び用地買

収につきましては、おおむね計画どおりに進め

ることができました。 

 次に２点目、地域生活に密着した道路整備で

ございます。 

 これは、主に各校区からの要望に応えるため

の事業で、市内一円道路改良事業と道路維持事
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業、交通安全施設整備事業がございますが、令

和３年度の要望件数８１０件に対しまして、対

応件数が１８６件で、対応率としましては２

３％となっております。 

 昨今の要望件数が軽微なものも含めまして増

加傾向で推移しておりまして、全ての要望にお

応えすることはできませんが、まずは、市民生

活における安全性と緊急性、重要度等を勘案

し、また、地域のバランスも考慮しながら対応

しているところでございます。 

 今後も地域要望への対応も含め、道路や河川

等の適切な維持管理に努めてまいります。 

 次に３点目、良好な住環境の整備でございま

す。 

 民間住宅関連の施策としまして、移住定住の

促進に資する空き家バンク事業では、３１件の

登録物件のうち、２３件で成約が成立してお

り、周知のチラシや広報やつしろ、本市のホー

ムページ、エフエムやつしろでの広報により、

関心度も高まってきているものと感じておりま

す。 

 また、老朽空き家等の除却や危険ブロック塀

等の除却促進、民間建築物耐震化の推進など、

助成制度の活用も増加傾向にあり、住環境の整

備に一定の効果が上がっているものと考えてお

ります。 

 最後に、市民生活に直結する社会基盤全般を

担う建設部としましては、市民の安全・安心を

最優先に魅力ある都市づくりを目指しまして、

引き続き各種事業を推進してまいります。 

 以上、総括とさせていただきます。 

○建設部次長（西 竜一君） 皆さん、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）建設部次長の西でございます。 

 恐れ入りますが、着座にて説明させていただ

いてよろしいでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○建設部次長（西 竜一君） 失礼します。 

 それでは、令和３年度八代市一般会計歳入歳

出決算のうち、第７款・土木費、第１０款・災

害復旧費中、建設部関係分は、令和３年度にお

ける主要な施策の成果に関する調書及び土地開

発基金の運用状況に関する調書その１及び令和

３年度八代市一般会計歳入歳出決算書にて説明

をいたします。 

 それでは、主要な施策の成果に関する調書の

１２６ページをお開きください。 

 ここからが第７款・土木費となります。な

お、時間の都合上、主な事業について説明させ

ていただきます。 

 それでは、まず、１２８ページをお願いいた

します。 

 下段の道路維持事業は、市が管理する道路に

ついて、路面や構造物の維持補修や街路樹の維

持管理などにより、通行の円滑化と居住環境の

整備を図るものでございます。 

 決算額５億５７２０万８０００円は、補助事

業としては、総合交付金により前川右岸堤防線

舗装補修工事など５件の舗装工事や下屋敷～樅

木線災害防除工事、松崎町田中町線視覚障がい

者誘導ブロック設置工事が主なものでございま

す。 

 また、単独事業として、令和２年度繰越分も

含め、第２高島町線舗装工事や朴の木線災害防

除工事など４８件の工事、萩原町島田町線道路

陥没修繕など１５１件の施設修繕を実施してお

り、その他街路樹管理業務委託などを行ってお

ります。 

 なお、特定財源として、国庫支出金１億５０

５５万３０００円、地方債２億５０９０万円、

その他特定財源として、日本中央競馬会事業所

周辺環境整備寄附金６５５万円及びサテライト

八代地域振興協力金９９万円があります。 

 繰越額２１００万円は、国の緊急自然災害防

止対策事業計画の承認を受けた後の工事の発注

となったことから、年度内の完了が困難となっ
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たことによるものでございます。 

 不用額８２８万３０００円は、道路の維持補

修における地質調査委託の取りやめや災害防除

工事における施工延長見直しなどによる減額、

その他入札残が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、施設の老朽化は著し

く、補修が必要な箇所は多数あることから、安

全な道路を維持していくために、効率的な事業

の実施と財源の確保に取り組んでまいりたいと

考えております。 

 １２９ページをお願いします。 

 上段の市内一円道路改良事業は、市民生活に

密着した道路の交通環境改善を図る目的で、計

画的に拡幅改良や舗装・側溝などの整備を進め

るものであり、また、地域間の連携強化を図る

ため幹線道路の整備を進めるものでございま

す。 

 決算額８億９９３５万円は、令和２年度繰越

分を含め、改良工事や舗装工事など７６件、延

長約３.７キロメートル、用地買収１７件、７

６２６平方メートル、建物補償等３９件が主な

ものでございます。 

 このうち、国の交付金であります社会資本整

備総合交付金では、鏡町の氷川高校前線、千丁

町の新牟田西牟田線や竜西東西１２号線、いわ

ゆる東西アクセス道路、及び松高校区の永碇町

高島町線や龍峯校区の竜西幹４号線の整備に取

り組んでおります。 

 なお、特定財源として、国庫支出金２億８８

万９０００円、地方債６億３３７０万円及びそ

の他の特定財源として、サテライト八代地域振

興協力金１００万３０００円があります。 

 繰越額２億２２９６万８０００円は、地元及

び関係機関との協議に日数を要したことが主な

理由でございます。 

 不用額３５３６万９０００円は、予定してい

た用地買収ができなかったことや、工事の設計

精査による減及び入札残が主なものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、生活道路の整備による

利便性の向上に加え、東西アクセス道路などの

幹線道路の整備を行うとともに、歩行者自転車

の安全・安心を確保するための歩道整備など、

人に優しい道づくりを目指してまいりたいと考

えております。 

 下段の橋梁長寿命化修繕事業は、市が管理す

る橋長２メートル以上の橋梁、１８６９橋の目

視点検を実施し、橋梁長寿命化修繕計画を策

定、その後、計画の見直しを行い、この計画に

基づき、早期に補修すべき橋梁について、優先

順位の高いものから補修工事を実施しているも

のでございます。 

 決算額２億１５３９万８０００円は、令和２

年度の繰越分も含め、橋梁定期点検業務委託７

件３９３橋や橋梁補修設計１２件１８橋、ま

た、二見下大野２号橋の下部工工事を実施して

おります。 

 なお、特定財源として、国庫支出金１億１８

１５万８０００円、地方債６５３４万９０００

円があります。 

 繰越額１億５２０２万円は、国の補正予算成

立が年度末となったことや二見下大野２号橋の

下部工工事に日数を要したことにより、上部工

工事の着手時期を変更したことなどが主な理由

でございます。 

 不用額８７万７０００円は、入札残が主なも

のでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充としております。 

 補修工事は計画よりやや遅れており、今後も

老朽化による早期措置が必要な橋梁が増加する

ことが予想されるため、補修工事に対応できる

財源の確保に努め、橋梁の適正な保全に取り組

んでまいりたいと考えております。 
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 １３２ページをお願いいたします。 

 下段の八代港県営事業負担金事業は、八代港

の利便性向上、船舶運航の安全確保及び港湾機

能の充実を図るため、八代港港湾計画に沿った

施設整備及び既存施設の改良・補修に係る事業

費の一部を負担するものでございます。 

 決算額１億８９０２万５０００円は、国直轄

事業の水深１４メートル航路整備が２０分の１

の負担金で１億１０００万円、県の港湾補修事

業で外港地区における道路改良や航路しゅんせ

つなどが６分の１の負担金で７４２５万円、海

岸整備事業で大島樋門改修が２０分の１の負担

金で４７７万５０００円でございます。 

 特定財源として、地方債１億３９７０万円が

あります。 

 不用額１８９７万５０００円は、国直轄事

業・県港湾整備の各事業において、令和３年度

実施予定であった事業の一部が令和２年度に前

倒し執行されたことにより不用額が発生したも

のでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、八代港港湾計画に沿っ

た施設整備が推進されるよう、予算確保に努め

るとともに、加賀島地区の岸壁整備等の早期事

業化へ向けた要望活動を実施してまいりたいと

考えております。 

 １３４ページをお願いいたします。 

 下段の南部幹線道路整備事業・県事業負担金

は、全体延長５６３０メートルのうち、建馬町

の県道八代港大手町線から一級河川前川を渡る

区間１工区９６５メートルを県事業により実施

中であり、その事業費の一部を負担するもので

ございます。 

 決算額７８４２万７０００円は、県が実施し

た事業に伴う負担金でございます。 

 特定財源として、地方債７５２０万円があり

ます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充としております。 

 本路線は、全線開通してこそ、より効果が発

揮されますことから、事業主体である熊本県と

連携し、事業促進を図ってまいりたいと考えて

おります。 

 １３５ページをお願いします。 

 上段の西片西宮線道路整備事業は、九州新幹

線新八代駅と広域主要幹線道路の国道３号を結

び、市街地東部の都市軸を形成する全体延長１

０２０メートルの都市計画道路を整備するもの

であります。 

 本路線のうち、北側の県道八代港線から市道

上片町上日置町線、通称二中通り、その付近ま

での１工区３６０メートル区間が平成２９年４

月に供用開始し、引き続き、中間部の八代市食

肉センター跡地北側までの２工区３５０メート

ルの整備に取り組んでいるところでございま

す。なお、南側の国道３号までの３工区３１０

メートルにつきましては、令和４年度より事業

に着手しております。 

 決算額１億５８４万５０００円は、令和２年

度から繰越分も含め、道路改築工事８６メート

ル、用地買収６０５平方メートル、建物移転補

償９件、埋蔵文化財発掘調査委託２件などが主

なものでございます。 

 特定財源として、国庫支出金５２４３万１０

００円、地方債５０６０万円があります。 

 繰越額９８００万円は、国の補正予算成立が

年度末となったことによるものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。本路線は、先ほど

の南部幹線と同様に、国道３号まで全線開通し

てこそ、より効果が発揮されますことから、今

後も引き続き、早期の全線供用開始に向け、事

業推進に努めてまいります。 

 １３９ページをお願いします。 

 下段の公営住宅ストック総合改善事業は、市

営住宅の各団地別の活用計画を踏まえ、既存住
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宅ストックの改善事業を適切に実施し、計画的

に維持保全するものでございます。 

 決算額１億７１５７万６０００円は、築添団

地給水設備等改修工事や郷開団地の屋上防水・

外壁改修工事が主なものでございます。 

 特定財源として、国庫支出金６８８９万４０

００円、地方債８０９０万円があります。 

 不用額３０８５万１０００円は、工事の設計

精査による減や入札残が主なものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、引き続き、八代市営住

宅長寿命化計画に基づき住宅の改善を行い、市

営住宅の長期活用を図ってまいりたいと考えて

おります。 

 少し飛ばしまして、１７５ページをお開きく

ださい。 

 下段でございます。道路橋梁施設災害復旧事

業でございます。 

 本事業は、令和２年７月豪雨や令和３年度の

大雨により被災した道路の舗装やのり面、橋梁

等の施設を復旧するものでございます。 

 決算額３億９８４０万９０００円のうち、通

常分は、令和３年度の大雨により被災した施設

の復旧費に係る経費９９６６万３０００円で、

災害復旧修繕１２４件、測量設計委託６件でご

ざいます。 

 特定財源につきましては、右側の財源内訳の

欄に記載されていますとおり、通常分としまし

て、国庫支出金１３０万円、地方債７１００万

円があります。 

 繰越額３億８２２９万２０００円につきまし

ては、このうち、通常分は１億１８万４０００

円で、被災後の調査・測量・設計に時間を要し

たことや、国の災害査定後の工事発注となった

ため、年度内の完了が困難となり、繰り越した

ものでございます。 

 不用額１６億７８１９万５０００円のうち、

通常分は１２２８万円で、修繕や工事における

設計精査による減及び入札残が主なものでござ

います。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、被災した道路施設を速

やかに復旧し、市民が安全・安心に生活できる

よう努めてまいります。 

 １７７ページをお願いします。 

 上段の河川施設災害復旧事業は、令和２年７

月豪雨や令和３年度の大雨により被災した河川

施設の復旧を行うものでございます。 

 決算額２億２９４９万４０００円のうち、通

常分としまして、令和３年度の大雨により被災

した施設の復旧に係る経費２３７０万４０００

円で、河川施設修繕２８件などでございます。 

 特定財源につきましては、財源内訳の欄に記

載されていますとおり、通常分としまして、地

方債２３１０万円がございます。 

 繰越額１億３９２万９０００円につきまして

は、このうち、通常分は５１１９万円で、道路

橋梁施設災害復旧事業と同様に、被災後の調

査・測量・設計に時間を要したことや、国の災

害査定後の工事発注となったため、年度内の完

了が困難となり繰り越したものでございます。 

 不用額７４０７万７０００円のうち、通常分

は１３６０万６０００円で、修繕や工事におけ

る設計精査による減及び入札残が主なものでご

ざいます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、道路橋梁施設災害復旧

事業と同様に、被災した河川施設を速やかに復

旧し、市民が安心・安全に生活できるよう努め

てまいります。 

 続きまして、企業会計繰出金について御説明

いたします。 

 恐れ入りますが、決算書の１６６、１６７ペ

ージをお願いいたします。 

 款７・土木費、項５・都市計画費、目１・都
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市計画総務費の一番下になりますが、節２７・

繰出金の支出済額１３億３４５０万円は、下水

道事業会計へ繰り出しを行っております。 

 不用額１億５０００万円は、前年度決算状況

を考慮し、減額調整したことによるものでござ

います。 

 それでは最後に、流用につきまして、流用額

が１００万円以上のものについて説明いたしま

す。 

 同じく決算書の１６２、１６３ページをお開

きください。 

 款７・土木費、項２・道路橋梁費、目２・道

路維持費の備考欄の下から２番目、２８２万７

０００円は、１４節・工事請負費より１２節・

委託料へ流用しております。これは、泉町の下

屋敷樅木線災害防除工事の設計業務委託の発注

に伴い、委託料の予算が不足したことから流用

したものでございます。 

 次に、同じページの下段の目３・道路新設改

良費の備考欄の下から５番目、１５１万４００

０円は、１２節・委託料より２１節・補償、補

填及び賠償金へ流用しております。これは、道

路改良事業において、架設電線路移設費用の増

額が必要となったことから流用したものでござ

います。 

 その下の２９９万５０００円は、１４節・工

事請負費より１６節・公有財産購入費へ流用し

ております。これは、市道竜西東西１２号線に

おいて用地買収箇所の追加により、用地購入費

の増額が必要となったことから流用したもので

ございます。 

 その下に記載の１７８万３０００円は、１６

節・公有財産購入費より１２節・委託料へ流用

しております。これは、市道上片町宮地町２号

線の用地測量、試掘調査の追加により委託料の

増額が必要となったことから流用したものでご

ざいます。 

 その下に記載の２５２１万円は、１６節・公

有財産購入費より１４節・工事請負費へ流用し

ております。これは、東西アクセス道路の市道

新牟田西牟田線において、予定していた用地買

収を令和４年度に実施することとしたことか

ら、補助事業費清算のため工事請負費に流用し

たものでございます。 

 その下に記載の５５２４万８０００円は、２

１節・補償、補填及び賠償金より１４節・工事

請負費へ流用しております。これは、先ほどと

同様に、新牟田西牟田線において、予定してい

た建物補償を令和４年度に実施することとした

ことから、補助事業清算のため工事請負費に流

用して執行しております。 

 １６４、１６５ページをお願いいたします。 

 上段のほうの、目４・橋梁維持費の備考欄の

一番下、２２１７万２０００円は、１２節・委

託料より１４節・工事請負費へ流用しておりま

す。これは、橋梁長寿命化修繕事業の下大野川

２号橋において、施工ヤード撤去工事を追加し

たことにより流用したものでございます。 

 その下の目５・橋梁新設改良費の備考欄の一

番下、２７０万円は、２１節・補償、補填及び

賠償金より１４節・工事請負費へ流用しており

ます。これは、市内一円橋梁改修事業、宮地町

１１号橋の設計見直しにより、工事請負費の増

額が必要となったことから流用したものでござ

います。 

 １６６、１６７ページをお願いいたします。 

 一番上、項４・港湾費、目２・港湾建設費の

備考欄の一番下、１５５万２０００円は、１２

節・委託料より１４節・工事請負費へ流用して

おります。これは、日奈久港灯浮標設置工事に

おいて、船を誘導するための明かりなんです

が、この工事において、灯浮標を設置する箇所

の水深が想定より浅かったため、特注となり、

より高額な浅い海用の灯浮標へ変更することと

なり、工事請負費の増額が必要となったことか

ら流用したものでございます。 



 

－14－

 １６８、１６９ページをお願いします。 

 一番上になりますが、項５・都市計画費、目

２・街路事業費の備考欄の一番上、４６８万８

０００円は、１２節・委託料より１４節・工事

請負費へ流用しております。これは、西片西宮

線道路整備事業において、建物移転が遅れたこ

とにより、一部、埋蔵文化財発掘調査が年度内

に執行できなかったことから、補助事業費清算

のため工事請負費へ流用し、執行したものでご

ざいます。 

 次に、同じ欄一番下、１８３万６０００円

は、２１節・補償、補填及び賠償金より１４

節・工事請負費へ流用しております。これは、

西片西宮線道路整備事業において、地権者の意

向により、立竹木の移転を市で直接施行したこ

とで、移転補償費が不要となったことから、補

助事業費清算のため工事請負費へ流用し、執行

したものでございます。 

 １７０、１７１ページをお願いします。 

 上段になりますが、目５・区画整理費の備考

欄の下から２番目、１３７万５０００円は、１

０節・需用費より１４節・工事請負費へ流用し

ております。これは、整地工事において地中に

埋設されていたコンクリート殻などの廃棄物の

撤去及び処分が必要となり、工事請負費を増額

することとなったため流用したものでございま

す。 

 次に、少し飛びまして、１９８、１９９ペー

ジをお願いします。 

 上段のほうの款１０・災害復旧費、項２・公

共土木施設災害復旧費、目２・河川施設災害復

旧費の備考欄の一番下、２０１万５０００円

は、１０節・需用費より１２節・委託料へ流用

しております。これは、栗木川の河川施設災害

復旧に伴う測量設計業務委託において、現地測

量の結果、設計延長を延伸することとなったた

め、委託料の増額が必要となったことから流用

したものでございます。 

 以上で、令和３年度八代市一般会計歳入歳出

決算の説明を終わります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑があればお願

いします。 

○委員（谷口 徹君） 調書の１２６ページの

老朽危険空き家等除却促進事業ですけれども、

昨年の資料を見たところ、親族関係図作成の費

用が昨年計上されてたんですが、今年が計上さ

れてない理由をちょっとお聞かせ願いたいと思

います。 

○委員長（上村哲三君） 谷口委員、令和３年

度の話。 

○委員（谷口 徹君） 令和３年度の話です。

令和３年度に親族関係図作成の費用が計上され

てなかったので、その理由をお聞きしたいと。 

○委員長（上村哲三君） 令和３年度に計上さ

れてなかった。 

○委員（谷口 徹君） されてなかった。 

○理事兼住宅課長（早木浩二君） おはようご

ざいます。住宅課の早木でございます。よろし

くお願いをいたします。 

 今、谷口委員がお尋ねのですね、親族関係図

作成の費用が令和３年は計上されていないがと

いうことでございますけども、すいません、令

和２年度のですね、主要施策調書が手元にござ

いませんので、ちょっと確かなことは分からな

いんですけれども、確かにですね、令和２年は

親族関係図作成の費用が、老朽危険空き家等除

却事業の欄に記載があったと思います。決算額

が８万９０００円ぐらいだったと思いますけれ

ども、これはですね、相続関係が複雑などで、

専門家の手を借りないと調査が難しいものをで

すね、司法書士会等にお願いをする事業でござ

いまして、この事業自体は、令和３年度も実施

をいたしております。今、お手元にあります令

和３年度のですね、主要事業施策調書によりま
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すと、１２７ページ、次のページのですね、下

段に空き家対策事業というものがございます

が、その中に記載がございます。上から５段目

ぐらいですかね。所有者特定に係る親族関係図

作成業務委託、これが令和２年に書いてあった

のに該当するということになろうかと思いま

す。 

 その経過、なぜここにあるかということでご

ざいますけども、令和２年度にですね、住宅課

が新設をされまして、そのときに市営住宅係と

空き家対策係が設置をされました。それに伴い

まして、令和３年度からの予算要求時からです

ね、空き家対策事業というものを事業項目を新

設をいたしまして、空家等対策協議会関連や各

種調査の費用、それから、事務費、負担金等で

すね、それをまとめて、その事業の中に移した

ということでございます。そこにですね、先ほ

どお尋ねになっております親族関係図作成費用

というものも一緒に移したという形になってお

ります。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。谷

口委員。 

○委員（谷口 徹君） はい。ありがとうござ

いました。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（木村博幸君） １３２ページ、八代港

県営事業負担金事業についてです。国の直轄事

業でですね、１４メーター航路、予算をつけら

れてやっていただいていることということで、

恐らく、球磨川から運ばれてくる土砂が多くて

ですね、毎年毎年、豪雨でですね、運ばれてき

て埋まっていくのだろうと思いますが、継続し

たお金をですね、国が支援してくれると非常に

ありがたいと思っております。 

 そういった中、併せて、この事業の中の一番

下のほうにですね、加賀島地区の岸壁整備等が

計画に位置づけということで載っております

が、ここについて、整備はどういった感じにな

っていくのかちょっと教えていただければなと

思っております。 

○商工・港湾振興課主幹兼港湾振興係長（大江

田浩隆君） 皆さん、こんにちは。商工・港湾

振興課、大江田でございます。 

 お尋ねの加賀島地区の事業の計画についてと

いうことでございますが、加賀島地区の開発に

つきましては、昨年の１１月に県のほうの港湾

計画が改定されたところでございます。その中

では、委員御指摘のように、加賀島地区への岸

壁の整備、それから、背後地の埠頭用地の位置

づけ等がなされたところでございます。 

 ただ、事業化につきましては、国のほうでも

まだ詳細の計画は発表されておりませんので、

そこにつきましては、今後も引き続き、国、県

のほうに要望活動を通じて早急な整備着手を訴

えていきたいと考えているところでございま

す。 

 以上、お答えいたします。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。木

村委員。 

○委員（木村博幸君） はい。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（谷口 徹君） すいません、先ほどに

続いて、調書の１２６ページの老朽危険空き家

等除却促進事業なんですけれども、今後の方向

性の理由、改革改善の取組等の記述の一番下の

欄にですね、危険な特定空家として認定したも

のについて、法的措置も検討していくというよ

うな記述があるんですけども、実際そのよう

な、もう危険老朽家屋が存在しているのかどう

かちょっとお聞きしたいと思います。 

○理事兼住宅課長（早木浩二君） 住宅課、早

木です。 

 今、谷口委員お尋ねの危険な特定空家等が現



 

－16－

存しているかということでございますけども、

令和３年度にですね、空き家実態把握調査とい

うものを実施をいたしました。これは平成２６

年から２７年、２か年で行った第１回の調査の

２回目。６年を経過しましたので、２回目の調

査を令和３年に行ったということでございます

が、その空き家実態把握調査の中で判明した空

き家は２４６８件がございました。その中で、

解体の緊急性が高い、いわゆる老朽危険空き家

というものは１２５件、率にして５％というこ

とになっております。 

 今、谷口委員が言われます特定空家というの

は、特に解体の危険性の高い空き家で、特定空

家に認定をされますと、助言や指導、勧告等を

行い、なお、それに従わない場合は、行政代執

行も可能となるというものでございます。 

 ただし、これは強い公権力の行使となります

ので、実施に当たっては慎重な対応が求められ

るのではないかというふうに考えます。空き家

は、一べつしただけではですね、空き家である

かはともかく、重大な危険性があるかどうかと

いうのは分かりません。中にはですね、長年放

置されて、空き家の壁とか屋根とか設備などが

部分的に壊れており、そのままの状態になって

いるものもございます。そのほかに、樹木の繁

茂や残置物が家屋に影響を与えていると。それ

から小動物の出入りがあったり、繁殖などによ

り衛生上好ましくないもの、そういった状態に

なっているものが中にはございます。その状態

が、道路や近隣近接の住民の方にですね、住環

境に悪影響を及ぼしている状態になると、住民

の方や市政協力員の方が住宅課に改善をしてく

れるよう要請をされるという形になります。 

 このためですね、住宅課では、空き家の所有

者や相続関係者を調べまして、早急に改善を行

ってもらえるよう文書やお電話などで連絡を取

ったりをしておりますけれども、長年の放置に

より、相続関係が複雑になったり、解体には費

用が必要ということになりますので、経済的事

情から解体ができないなどの案件が多数あった

りいたします。 

 そういうことで空き家は人口減少、高齢化で

ますます増えていくものというふうに予測はさ

れますけれども、住宅は個人の財産であるの

で、できる限り、老朽化が進まないうちに、有

効活用できるものは空き家バンク事業を、それ

から、活用ができないものは老朽危険空き家等

除却事業を積極的に活用してもらいたいという

ふうに考えておりますので、今後も周知、ＰＲ

等に力を注いでまいりたいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） 谷口委員、よろしい

ですか。 

○委員（谷口 徹君） はい。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですね。 

○委員（山本幸廣君） この現実なものとし

て、早木課長、私も金剛地区と日奈久地区

等々、高田地区等も常に監視をしとるんですけ

ども、いろんなところから、今、市政協力員か

らも、早う言って苦情ということなんですよ

ね。お願いじゃなくて苦情が多いんですよね。

ということで、私も、日奈久地域をまず見てく

ださい。 

 あそこの観光地のど真ん中に何か所あります

か。今、早木課長が言われた説明のとおりなん

ですよ。今回もやっぱこの施策の中でもです

ね、今、谷口委員のほうから発言があったわけ

ですけども、私の町内にも、高植本町にも、も

う本当、もう崩れかかって、崩れかかって、そ

してまた、その世帯主の方々もおられるし、と

いう中で、苦情で大変なところもあります。 

 ここもやっぱり、行政の代執行と言われたん

ですけども、私は、やいばは抜かなければいけ

ない時期も来ると思うんですよ。これはです

ね、今回の台風でですね、大変だなって、危
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険、危険って言うてからですね、もうその周囲

の方々は避難されておられた。そういう状況も

ありますからですね、現行どおりじゃなくして

から、その予算の現行どおりはいいんですけど

も、やはり行政の指導の中でもですね、実行と

いうのをですね、どうしたらいいのかというこ

とをですね、もう少し、法的な問題はもう代執

行しかないわけですから、あとについてはです

ね、やはり担当の方々が、大変苦労しておられ

ると思うんですけども、これは早急にですね、

沖田部長、やっぱし対応させたほうがいいと思

います。そらあ、もうひどいですよ。これだけ

のですね、環境を悪化して、その地域のです

ね、方々がですね、お互いにけんかをさすわけ

です。苦情じゃなくて、後からけんかです。そ

れで仲裁に入らないかんということで、私もそ

ん中の仲裁に入ったこつがあるんですけども、

なかなか厳しいですね。 

 そういうこともありますので、ぜひともです

ね、今の谷口委員の中で、課長の説明の中でで

すね、よろしかれば、前向きなですね、行動と

いうのをしていただきたいと思います。 

○委員長（上村哲三君） 部長がよかですか。

どっちがよかですか。 

○委員（山本幸廣君） いや、もう早木課長で

結構です。 

○理事兼住宅課長（早木浩二君） 今、山本委

員がおっしゃるようにですね、確かに金剛地区

でもそういう事例があっておりますので、所有

者の方とか、そういう方としっかりお話をして

ですね、また、相続関係の方とも、しっかりと

お話をして、今後進めてまいりたいと思いま

す。予算も伴いますのでですね、今後、それは

代執行とか、実施については、予算も伴ってま

いりますので、検討を十分進めてまいりたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） はい。結構です。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですね。 

 ほかにありませんか。 

○委員（太田広則君） １２９ページの橋梁長

寿命化修繕事業、二見下大野の２号橋は再三、

現場も知ってましてですね、私もかなり遅れて

いるなあというのは、現場を見て分かっている

んですが、方向性のところでですね、補修工事

が計画よりやや遅れているということで、二見

大野の影響もあっているのかというのが１つ

と、それから進捗率ですね、をちょっと教えて

もらえればなと。二見大野については流用もさ

れているんで、ちょっと、どういう理由でこん

なに遅れたかちゅうのが何か簡単に説明できれ

ば。その３点、お願いします。 

○理事兼土木課長（竹原彰吾君） 土木課の竹

原です。よろしくお願いします。 

 今、委員のお尋ねのですね、１２９ページ、

橋梁長寿命化修繕事業になると思います。こち

らについてですね、二見下大野川２号橋です

ね。こちら、今の状況といたしましてはです

ね、今年度の６月上旬に工事のほうは完了して

おります。一応、まず、なぜその二見下大野町

２号橋が遅れたかということでございますが、

当初、令和２年ですかね、工事やっていたとき

に、例の災害、令和２年７月豪雨の災害がござ

いまして、下大野川の河川がですね、出水期、

要は災害を受けたということもあって、そうい

う出水期の工事ができないということで、延び

延びになってですね、結局、今年度の６月に工

事竣工したという、事故繰になったんですけど

もですね、そういうことで遅れたということで

ございます。 

 それと、橋梁のですね、この長寿命化事業の

進捗状況でございます。一応そちらについて御

報告いたします。 

 現在ですね、２メートル以上の橋梁ですね、

八代市全管内ですね、１８６９橋ございます。

このうちですね、一応点検をやっておりまし
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て、点検の内容でですね、いろいろ健全性がレ

ベルがあります。健全性の３、レベル３です

ね。１から４までございまして、３、４になり

ますと、もう修繕をしなさいということになっ

ておりまして、その３の橋梁が１８６９のうち

１００橋ございます。１００橋ございまして、

それを修繕せんといかんということなんですけ

れども、現在ですね、令和３年度まででござい

ますが、その１００橋、修繕をしない橋梁に対

しまして、令和３年度までにですね、４０橋に

着手をしております。そのうちですね、２５橋

は完了しておりまして、残りですね、７５橋、

修繕、必要な橋梁が残っているという、そうい

うような進捗状況でございます。 

 以上、お答えいたします。 

○委員（太田広則君） 今、すいません、レベ

ル３とか４とかという、これはどなたが、専門

の方がやる。 

○理事兼土木課長（竹原彰吾君） 今の健全度

のですね、診断ですけれども、一応、今、建設

コンサルタントさんに委託を発注しておりま

す。それは、市内一円の橋梁の点検をする事務

です。点検をするのでですね、その点検をする

コンサルがいるんですけれども、このレベルの

つけ方につきましては、県のほうで一応指針を

ですね、こういう場合はレベル３になりますよ

とか、レベル４ですよとか、そういう基準があ

りますので、それに基づいてですね、算定はさ

れております。 

 以上です。 

○委員（太田広則君） 分かりました。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（太田広則君） はい。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（谷口 徹君） 調書の１３６ページの

市内一円公園維持管理事業なんですけども、地

元自治会による公園愛護会の高齢化に伴う民間

への管理委託等によって、公園施設の維持管理

機能増加が見込まれるというふうに、今後の方

向性、理由のところに書いてあるんですが、現

在、都市整備課で管理されている当該の公園が

幾つあって、その中の幾つがこの地元の団体に

管理を委託されているかお聞かせ願いたいと思

います。 

○都市整備課長（深川洋光君） 都市整備課、

深川です。よろしくお願いします。 

 委員お尋ねの公園の管理数と地元団体の管理

している公園数についてお答えいたします。 

 本課で管理しております公園は１００公園ご

ざいます。そのうち７２の公園を地元の団体に

お願いしているところでございます。地元団体

数は６８団体でございます。数字が違いますの

は、１つの団体で複数の公園を管理されている

ところと、逆に１つの公園を複数の団体で管理

していただいているものでございます。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（谷口 徹君） はい。 

 地元の団体に委託した場合と、民間の業者に

委託した場合、どのくらいの費用の増になる

か、その割合ぐらいだけでもお聞かせ願えます

でしょうか。 

○都市整備課長（深川洋光君） 失礼します。

ちょっと、資料をちょっと探しますので、少々

お待ちいただいてよろしいでしょうか。 

○委員（谷口 徹君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 後でいいの。 

○委員（谷口 徹君） 後でいいです。 

○委員長（上村哲三君） 資料でいい。 

○委員（谷口 徹君） はい。 

○委員長（上村哲三君） では、後ほど資料を

谷口委員のほうに。 

 ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 調書１３８ページの八

千把地区土地区画整理保留地販売促進事業なん
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ですけども、主要な施策の概要の欄に内訳、保

留地販売手数料４１万２０００円って書いてあ

るんですけども、手数料の内訳というか性格的

なものをお聞かせ願いたいと思います。 

○都市整備課長（深川洋光君） 都市整備課、

深川でございます。 

 委員お尋ねの保留地販売促進事業でございま

すけれども、こちらについては、保留地販売促

進を図るために購入を希望される方を市に紹介

していただきまして、売買が成立した場合、仲

介業者に交付するものでございます。その計算

につきましては、保留地販売価格に３％を掛け

まして６万円を足し、消費税をかけて紹介料を

計算して、仲介料をお支払いするものでござい

ます。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（谷口 徹君） はい。ありがとうござ

いました。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（木村博幸君） 先ほどの続きになりま

す。１３２ページですね。八代港のことについ

てです。 

 先ほどの答弁もありましたが、私個人的にも

ですね、八代港を、やっぱり発展というのが、

八代を引っ張っていく、牽引するために非常に

重要な場所になっていると、皆さん御存じだと

思いますが、やっぱり、県とですね、市とうま

い具合、やっぱりどうあるべきかというところ

から、今回、整備をですね、要望される加賀島

地区のですね、工業都市という、工業港湾とい

う位置づけでですね、動いていっていただける

ものと、商工・港湾振興課の方たちは認識され

ると思います。 

 そういう意味ではですね、早期に要望に行か

れるところでは、ぜひとも、一番問題になって

いるのはですね、やっぱりコンテナヤードが狭

いと。そこを拡充するには、本当に整理をする

のに、苦渋の判断でいろいろやりくりをされる

のも大変と思いますが、早く、この加賀島地区

の岸壁整備が終わって、あそこに本当に船が入

ってきてですね、港湾の物流がどんどん賄える

ようにするために、ぜひお願いしたいと強く要

望しておきます。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（谷口 徹君） 老朽危険空き家の部分

なんですけども、山本議員からもありましたよ

うに、今後の方向性は規模拡充のほうが妥当か

なというふうに思います。 

 令和２年度の調書では、予算額でいうと、２

８８９万９０００円から、今回が、令和３年度

が３９００万円に１０００万近く増えています

ので、今後も増加が見込まれるならば、今後の

方向性は規模拡充のほうが妥当かなというふう

に思います。 

 それと、空き家バンク事業のほうは、移住定

住を推進している企画政策課等と、関係課と関

係団体等と連携されて事業を進めていただきま

すようお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 総括の意見ということ

でお聞きしていただければと思いますけども、

まず最初に、沖田部長からですね、総括をいた

だきました。施策から今回審査するのがあっ

て、本人の感覚ということでですね、中での意

見、それとまた監査委員の意見を集約した中

で、私が理解する、理解しないところの意見と

いうことで、執行部の方々は理解してくださ
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い。 

 沖田部長から総括をいただいた中でですね、

三、四点ぐらいありましたけども、私はそのと

おり、その方向性で決算というのを締めくくり

され、令和４年度に向けてのですね、どう令和

４年度に予算反映をしていくかということで、

今、既に令和４年度の予算執行中であるわけで

すね。そうですので、西次長のほうから説明

を、施策から、決算から説明がありました。そ

の、私たちは、説明等々については、監査委員

の意見に基づいてですね、審査を今しておりま

す。以前はですね、もう決算審査というのは、

何か月ってかかったときもあります。何日って

かかったこつあるんですよ。そういう中であり

ますけども、今はですね、きちっとしたです

ね、その決算の審査について今審査をしており

ますから、中身についてはですね、やはり数字

の間違い等がないというような私たちは理解を

して、私は見ておりました。 

 そういう中で、特に今、土木の審査をしてお

りますので、土木審査の中で、監査委員の意見

を取りまとめて、私が今意見を述べたいと思う

んですけども、土木費が大体３年度で５３億６

０００万ぐらいって先ほど説明がありました

ね。そういう中で不用額と繰越しを合計します

と１０億以上あるんですよ。１０億以上ありま

すね。ですから、不用額と、先ほど来、西次長

からの流用の話もありましたけども、これはも

う災害も含めて流用というのはやむを得ない面

もあるんですよ、流用というのは。だけど、や

むを得ない、理解をできないところもあります

けども、ほとんど土木は事業課ですので、この

流用と不用額についてもですね、理解を私はし

ております。しとる中でもですね、やはり、こ

れは令和４年度に反映をどうしているのかと、

その決算の中でですよ。監査委員からの意見を

述べられた中で、新年度予算にどう反映をし

て、それでどう執行していくかということを執

行部の方々がですね、真剣に捉えていただけれ

ばなと、そのように思います。 

 それと同時に、やはり主要な施策の中でも、

やはり現行どおり規模を拡充せにゃいけない。

そういうときにはですね、市としてですね、こ

れは、これはですね、現行どおりとはどういう

意味で現行どおりというのかということなんで

すよ。今後の方向性の中で、予算が現行どおり

なのか、事業をするのは現行どおりなのか、規

模を拡充するのは予算を規模を拡充するのか。

これは大変私は今理解に苦しんでいる状況なん

ですけども、そういうことを考えながら、予算

の現行どおり、予算を規模を拡充するというふ

うな理解でよろしいのかなということもです

ね、私は、ここら辺りは監査委員もですね、そ

ういうようなことについても指摘された、指摘

というか、そういうことの中でですね、意見が

あったと思いますけども、総括の中で、私は、

この繰越しと不用額と流用の中で、監査委員の

意見はですね、十分ですね、皆さん方、理解し

て、そしてまた令和４年度の予算の執行中であ

りますけども、５年度に向けてもですね、この

反省というのをしていただきたいというふうに

思います。 

 そういうことで審査を私は認定をしたいと、

そのように思っておりますので。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（太田広則君） 調書の１３４、南部幹

線道路整備事業、私と山本委員の地元でござい

ます。もう一般質問も何回もやってきました。

いよいよ令和４年から、１工区、３工区が着手

ということで、４工区もですね、ぜひ、国道３

号までのところは、１と３に関係なくですね、

できますんで、しっかりとした要望、年２回の

政府要望もやっているということですが、さら

に要望をしておきます。よろしくお願いいたし

ます。 
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○委員長（上村哲三君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければこれより採

決いたします。 

 議案第７６号・令和３年度八代市一般会計歳

入歳出決算中、当委員会関係分については、こ

れを認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 小会いたします。 

（午前１１時３９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４３分 本会） 

◎議案第８０号・令和３年度八代市農業集落排

水処理施設事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 次に、議案第８０号・令和３年度八代市農業

集落排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算に

ついて、建設部から説明願います。 

○建設部長（沖田良三君） それでは、引き続

きよろしくお願いをいたします。 

 令和３年度八代市農業集落排水処理施設事業

特別会計歳入歳出決算に当たりまして、総括を

述べさせていただきます。 

 着座にてよろしいでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○建設部長（沖田良三君） 農業集落排水処理

施設事業は、東陽町、泉町において、衛生的で

快適な暮らしを確保し、川や水の水質を保全し

ていくため、生活環境の向上を図ることを目的

とし、処理施設の適切な維持管理を行っており

ます。 

 令和３年度末の対象人口１７８０人に対し

て、水洗化人口は１４７５人で、接続されてい

る割合は８２.９％でございます。まだ３０５

人が未接続でありますことから、今後も水洗化

の普及促進に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 なお、詳細につきましては、福浦下水道総務

課長より説明いたさせますので、御審議方よろ

しくお願いいたします。 

○下水道総務課長（福浦亮二君） 皆さん、こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）下

水道総務課の福浦でございます。よろしくお願

いします。 

 着座にて説明させていただいてもよろしいで

しょうか。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○下水道総務課長（福浦亮二君） それでは、

議案第８０号・令和３年度八代市農業集落排水

処理施設事業特別会計歳入歳出決算につきまし

て、令和３年度における主要な施策の成果に関

する調書及び決算書を用いまして、説明いたし

ます。 

 お手元の主要な施策の成果に関する調書の１

９９ページをお願いいたします。 

 農業集落排水処理施設事業でございます。決

算額合計は、歳入歳出ともに８７９７万４００

０円で、実質収支額は０円でございます。 

 次に、２００ページをお願いいたします。農

業集落排水処理施設維持管理事業でございま

す。 

 この事業は、東陽町、泉町の農業集落排水処

理施設の適切な維持管理を行うことにより、施

設の故障などを未然に防止し、生活環境の向上

を図ることを目的としております。 

 令和３年度の決算額は２６９５万９０００円

で、決算の主な内容といたしましては、処理施

設及びマンホールポンプの電気料５４３万円、

処理施設関係修繕費４６万円、警報装置４８回

線の電話料１３７万４０００円、脱水汚泥収集

運搬手数料９４万３０００円などでございま

す。 

 不用額が６０９万２０００円生じております
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が、主なものは、工事請負費や電気料、汚泥引

き抜き運搬手数料等の残でございます。 

 なお、財源としましては、使用料２６９５万

９０００円でございます。 

 今後の方向性としましては、東陽地区及び泉

地区の中心部で実施している水質の保全、生活

環境の向上を図るために有効な生活排水処理で

あるため、今後も本事業を継続していくとして

いますので、市による実施、現行どおりといた

しております。 

 次に、歳入につきましては、令和３年度八代

市特別会計歳入歳出決算書を用いまして、説明

いたします。 

 決算書の８２ページ、８３ページをお願いい

たします。 

 まず、款１・分担金及び負担金の項１・分担

金、目１・農業集落排水事業分担金でございま

すが、市の条例に基づき、使用者にます設置工

事費の一部を負担していただくこととしており

ます。１世帯につき１０万円の負担金で、令和

３年度は設置工事はありませんでした。 

 次に、款２・使用料及び手数料でございます

が、項１・使用料、目１・農業集落排水処理施

設使用料では、収入済額が３６７２万８０００

円で、昨年度より６６万７０００円の減となっ

ております。 

 なお、現年分の収納率は、昨年度より０.３

ポイント増加し、９８.１％でございます。 

 今後とも、財源を確保するため、粘り強く使

用料の徴収を行い、収納率の向上に努めてまい

りたいと考えております。 

 項２・手数料、目１・農業集落排水手数料

は、使用料に関わる督促手数料で、収入済額２

万７０００円、延べ２７２件分でございます。 

 次に、款３・繰入金の項１、目１・一般会計

繰入金は、予算額４３４１万１０００円に対し

まして、収入済額が３７８４万９０００円でご

ざいます。 

 前年度より５３５万７０００円の減となって

おります。これは、主に、元利償還金及び需用

費の減によるものでございます。 

 なお、補正予算額５４万２０００円は、人件

費が主なものでございます。 

 次に、８４ページ、８５ページをお願いしま

す。 

 款６、項１・市債、目１・農業集落排水事業

債は、収入済額が１３３０万円でございます。

これは、備考欄に記載しております東陽地区及

び泉地区に関わる農業集落排水事業の資本費平

準化債でございます。 

 資本費平準化債とは、元金償還金を繰り延

べ、現在の利用者の負担を和らげ、今後の利用

者にも負担を求めるために発行する起債のこと

でございます。 

 なお、農業集落排水処理施設事業債の元金償

還が４７７８万５０００円でございますので、

令和３年度末の現在高は２億２８１９万１００

０円で、前年度に比べ３４４８万６０００円減

少しております。 

 以上、歳入合計収入済額を８７９７万４００

０円でございます。 

 以上で、議案第８０号・令和３年度八代市農

業集落排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算

の説明を終わります。御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑はありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 言わなしようがなかも

んな。質疑せなな。 

 申し訳ないんですけども、今、説明があった

中でですね、ページ数は別として、使用料の徴

収に努めますということで、大変努力をされて

おるんですよね。もう職員の方は努力をされ

て、されておる中で、決算上はこのような決算

上が出てきたと。これは毎年ですけどもね。一
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般会計の繰入れをですね、３７００万円ぐらい

で、約３７００万円。これをずっとですね、決

算、予算については４３００万円繰入れしなき

ゃどうしてもできないというような状況だった

んですが、平準化も含めて、使用していただく

方々、この事業が大体私の記憶の中ではです

ね、沖田部長も当時、農業関係のところにおら

れたからですね、平坦の農業集落排水整備事業

というのは、事業を進めようかというようなこ

ともあったんですけども。ここはもう、東陽地

区、泉地区については、この農業集落排水処理

施設事業というのは、いち早く取り入れて、水

環境の浄化ということで大変努力をされた事業

なんですよ。 

 ところが、現在、この令和３年度の決算を見

ても、どうしてもですね、決算上はなかなか厳

しいと。というのは、独立的な、採算的な要素

を持っているということで、監査委員からも指

摘を、意見が述べられておるわけですけども、

このままこの事業を進める中ではですね、いつ

どこで繰入れが終わるのかということはです

ね、なかなか独立採算では難しいというふうに

思うんですよ。監査委員、そこら辺りはどうで

しょうかね。 

 江﨑監査委員、今の私の質疑の中でという

か、突然質疑したんですけども。 

○監査委員（江﨑眞通君） 今、山本委員から

御質問がありましたけども、総体的なことを申

し上げますと、特別会計というのは自前で大体

運営をしていくというのが基本であります。法

定的な繰入れというのもありますけれども、農

業集落の場合はそれはありませんので、安全な

赤字補填ということになりますので、そこいら

については、徴収率を上げる。それで上げてし

まってもまだ赤字はあろうかと思いますので、

そこいらについては、検討をしていただきたい

というふうに思います。 

 一般会計、繰入れざるを得ない部分もあろう

かと思いますので、そこいらは使用料あたりで

ですね、検討した上で、一般会計からの繰入れ

をできるだけ少なくするという方向性のほうが

いいんじゃないかなということで書いてはおり

ますので、今後、検討をしていただきたいとい

うふうに思います。 

○委員（山本幸廣君） 監査委員、ありがとう

ざいました。私も心配しておる一人の議員であ

りますのでですね、執行部だけの責任というん

じゃなくてから、やっぱり議会としてもです

ね、これは大事ということで、質疑をしておる

んですけども、今、監査委員が言われたように

ですね、なかなか終着点ができないというよう

な状況で、法的な問題もありましてですね、一

般会計を繰り入れて、どんなに使用料を高めて

もですね、どうしてもこの繰入れはしていかな

きゃいけない。１０年、２０年しといたら何十

億円となるわけですけども、何億円となるわけ

ですけども、そういう中で、後からまた整備を

進めていかないかんという状況の中で、これは

もう私の１議員の考え方で申し訳ないんですけ

ども、これはもう国のですね、事業として進め

たんですよ。補助事業として進めたんですね。

ですから、ここら辺りについてですね、どうし

ても法的な繰入れをするという状況ならばです

ね、何かのやはり国に対しても要請をしていか

なければならないような時期に来るんじゃなか

ろうかと。そういうふうに私は考えておるわけ

ですけども、ここら辺りについてはですね、部

長に直接答弁を求めてもなかなか難しいですの

で、そういう考えをしとるということで、質疑

を終わらせていただきたいと思います。 

○委員長（上村哲三君） ただいまのは意見と

して捉えてさせていただきますね。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） では、以上で質疑を

終わり、意見がありましたらお願いします。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第８０号・令和３年度八代市農業集落排

水処理施設事業特別会計歳入歳出決算につい

て、これを認定するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

                              

◎議案第８１号・令和３年度八代市公共浄化槽

等整備推進事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（上村哲三君） 次に、議案第８１

号・令和３年度八代市公共浄化槽等整備推進事

業特別会計歳入歳出決算について、建設部から

説明願います。 

○建設部長（沖田良三君） 建設部でございま

す。引き続きよろしくお願いいたします。 

 それでは、令和３年度八代市公共浄化槽等整

備推進事業特別会計の決算に当たりまして、着

座にて総括を述べさせていただきます。失礼し

ます。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○建設部長（沖田良三君） 公共浄化槽等整備

推進事業は、東陽町、泉町の浄化槽処理促進地

域において、市が主体となって合併浄化槽の設

置、維持管理を行うことにより、当該地区の生

活環境の向上を図るとともに、公共用水域の水

質を保全することを目的としております。 

 令和３年度末の対象人口１７１７人に対し

て、水洗化人口は９１１人で、接続されている

割合は５３.１％と約半数の８０６人が未接続

となっております。設置率は県内市町村の平均

的な数値ではあるものの、東陽町、泉町は氷川

ダムの上下流に位置しており、水道原水や農業

用水利として利用されている水源を良好な状態

で保ち、次の世代へ引き継ぐことが地域住民の

責務であると考えられますので、引き続き水洗

化の普及促進に努めてまいります。 

 詳細につきましては、福浦下水道総務課長よ

り説明いたさせますので、御審議方よろしくお

願いいたします。 

○下水道総務課長（福浦亮二君） 下水道総務

課の福浦でございます。引き続きよろしくお願

いします。 

 着座にて説明させていただいてもよろしいで

しょうか。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○下水道総務課長（福浦亮二君） それでは、

議案第８１号・令和３年度八代市公共浄化槽等

整備推進事業特別会計歳入歳出決算につきまし

て、令和３年度における主要な施策の成果に関

する調書及び決算書を用いまして、説明いたし

ます。 

 お手元の主要な施策の成果に関する調書の２

０１ページをお願いします。 

 まず、公共浄化槽等整備推進事業の決算額で

ございます。決算額合計は、歳入歳出ともに４

６７２万円で、実質収支額は０円でございま

す。 

 次に、２０２ページの上段をお願いいたしま

す。 

 公共浄化槽等維持管理事業でございます。 

 この事業は、東陽町、泉町の浄化槽市町村整

備推進事業区域において、市が主体となって設

置した合併処理浄化槽の適切な維持・管理を行

うことにより、当該地区の生活環境の向上を図

るとともに、公共用水域の水質を保全するもの

でございます。 

 令和３年度の決算額は２８１３万９０００円

で、決算の主な内容といたしましては、実際に

維持管理を行っている浄化槽の法定検査手数料

１５７万７０００円、浄化槽保守点検清掃業務

委託２５８３万８０００円などでございます。 

 なお、財源としましては、一般会計繰入金７
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０万５０００円、使用料など２７４３万４００

０円でございます。 

 また、不用額が１０８万６０００円生じてお

りますが、主なものは、保守点検・清掃委託料

の残などでございます。 

 今後の方向性としましては、東陽地区及び泉

地区の農業集落排水処理区域外で実施してお

り、有効な生活排水処理であるため、本事業を

継続していくとしておりますことから、市によ

る実施、現行どおりといたしております。 

 次に、下段をお願いいたします。 

 公共浄化槽等整備事業でございます。 

 この事業は、東陽町、泉町の浄化槽市町村整

備推進事業区域において、合併処理浄化槽を設

置し、生活環境の向上を図るものでございま

す。 

 令和３年度の決算額は２４７万４０００円で

ございます。決算の主な内容としましては、工

事請負費２０９万円、宅内配管助成３０万円な

どでございます。 

 なお、財源は、公共浄化槽等整備推進事業国

庫補助金６５万７０００円、公共浄化槽等整備

推進事業債１３０万円、一般会計繰入金３１万

７０００円、受益者分担金２０万円でございま

す。 

 また、不用額が２８０万６０００円生じてお

りますが、その主なものは、合併処理浄化槽の

５人槽を４基設置予定でしたが、２基の設置申

請となったことによる残でございます。 

 今後の方向性としましては、東陽地区及び泉

地区の農業集落排水処理区域外で実施してお

り、有効な生活排水処理であるため、市による

実施、現行どおりといたしております。 

 次に、歳入につきましては、令和３年度八代

市特別会計歳入歳出決算書を用いまして、説明

いたします。 

 決算書の９６ページ、９７ページをお願いい

たします。 

 款１・分担金及び負担金の項１・分担金、目

１・公共浄化槽等整備推進事業費分担金でござ

いますが、合併処理浄化槽を市で設置します

際、条例に基づきまして、１基当たり１０万円

の分担金を徴収いたしております。 

 当初予算額では、浄化槽４基分４０万円の分

担金を計上しており、浄化槽設置工事が２件で

ございましたので、収入済額は２０万円でござ

います。 

 次に、款２・使用料及び手数料、項１・使用

料、目１・公共浄化槽等整備推進事業使用料

は、収入済額２６９５万５０００円で、前年度

より９万９０００円の減収でございました。 

 なお、現年分の収納率は、昨年度より０.

５％増の９８.７％でございます。 

 今後とも、財源を確保するため、粘り強く使

用料の徴収を行い、収納率の向上に努めてまい

りたいと考えております。 

 項２・手数料、目１・公共浄化槽等整備推進

事業手数料は、使用料に関わる督促手数料で、

収入済額１万７０００円は延べ１７０件分でご

ざいます。 

 次に、款３・国庫支出金、項１・国庫補助

金、目１・公共浄化槽等整備推進事業費国庫補

助金は、令和３年度に設置した浄化槽２基に対

する補助金です。 

 次の款４・県支出金の項１・県補助金、目

１・公共浄化槽等整備推進事業費県補助金は、

前年度に設置した浄化槽に対する後年交付金

で、令和２年度の３基分１６万３０００円でご

ざいます。 

 ９８ページ、９９ページをお願いいたしま

す。 

 款５・繰入金の項１、目１・一般会計繰入金

は、予算現額１９２３万９０００円に対し、収

入済額は１６９６万６０００円でございまし

て、前年度より３４万５０００円の増額となっ

ております。 
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 次に、款８、項１・市債、目１・公共浄化槽

等整備推進事業債、予算額３００万円に対しま

して、収入済額は１３０万円でございます。こ

れは、泉地区に２基設置した合併処理浄化槽設

置工事に伴うものでございます。 

 なお、公共浄化槽等整備推進事業債の元金償

還が５４０万５０００円で、令和３年度末の現

在高は７１９２万８０００円となり、前年度に

比べ、４１０万５０００円減少いたしておりま

す。 

 以上、歳入合計収入済額は４８５１万３００

０円でございます。 

 以上で、議案第８１号・令和３年度八代市公

共浄化槽等整備推進事業特別会計歳入歳出決算

の説明を終わります。御審議のほど、よろしく

お願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければこれより採

決いたします。 

 議案第８１号・令和３年度八代市公共浄化槽

等整備推進事業特別会計歳入歳出決算につい

て、これを認定するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全て終了いたし

ました。 

 これをもって建設環境委員会を散会いたしま

す。 

（午後０時０８分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和４年１０月２０日 

建設環境委員会 

委 員 長 
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